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海 外 出 張

氏 名 所 属 出 張 先 活 動 内 容 期 間

H17. 3.25 H17. 8.25大黒 俊哉 ドイツ 流域圏における土地利用変化が植生動態及び水資源 ～生物環境安全部
に及ぼす影響の解明

H17. 4. 2 H17. 4. 8石井 英夫 化学環境部 イギリス 「抗菌剤：発見と作用機構」に関する研究集会に出 ～
席

8 H17. 4. 2 H17. 4. 8牧野 知之 化学環境部 第 回微量元素に関する国際生物地球科学会議参加 ～オーストラリア

8 H17. 4. 2 H17. 4. 8前島 勇治 化学環境部 第 回微量元素に関する国際生物地球科学会議参加 ～オーストラリア

74 H17. 4. 6 H17. 4. 9David Sprague 地球環境部 アメリカ アメリカ自然人類学会第 回大会に出席 ～

H17. 4. 9 H17. 4.23藤原 英司 環境化学分析 モンゴル 土壌侵食強度の測定 ～
センター

H17. 4.10 H17. 4.17井上 吉雄 地球環境部 ラオス リモートセンシング等による移動耕作生態系の変動 ～
と立地環境の解明に関する調査

H17.4.21 H17.10.22吉村 泰幸 カナダ ～生物環境安全部 カナダにおける野生化した遺伝子組換えナタネ個体群の分
布と生態的特性の解明（カナダ農業食料省サスカトゥーン
研究センター）

2005 EGU2005 H17. 4.24 H17. 5. 1西村 誠一 地球環境部 ヨーロッパ地球科学会 （ ）に出席 ～オーストラリア

2005 EGU2005 H17. 4.24 H17. 5. 1秋山 博子 地球環境部 ヨーロッパ地球科学会 （ ）に出席 ～オーストラリア

H17. 4.24 H17. 5. 3八木 一行 地球環境部 ～オーストラリア ヨーロッパ地球科学会 および2005 EGU2005 IGBP-iLEAPS（ ）
第２回科学推進委員会に出席

5 H17. 4.30 H17. 5. 7三島 慎一郎 化学環境部 スペイン 第 回生態系と持続的開発に関する国際会議参加 ～

5 H17. 5. 1 H17. 5. 7新藤 純子 地球環境部 スペイン 第 回生態系と持続的開発に関する国際会議参加 ～

5 H17. 5. 1 H17. 5. 7岡本 勝男 地球環境部 スペイン 第 回生態系と持続的開発に関する国際会議参加 ～

5 H17. 5.10 H17. 5.14佐藤 洋平 理事長 ベトナム 第 回アジア学術会議に出席 ～

OECD H17. 5.16 H17. 5.22宮下 淸貴 企画調整部 イタリア 農業委員会国際共同プログラムコンファラン ～
スに出席

H17. 5.22 H17. 5.27岡田 浩明 アメリカ アメリカ土壌生態学会に出席 ～生物環境安全部

CIGR 2005 H17. 5.25 H17. 5.31佐藤 洋平 理事長 ロシア 国際農業工学会（ ） 年理事会及び関連会 ～
議に出席

H17. 5.29 H17. 6. 1小川 恭男 マレーシア アセアン拠出金事業「農業の多面的機能」における ～生物環境安全部
調査指導

FFTC H17. 5.30 H17. 6. 3白戸 康人 地球環境部 韓国 国際ワークショップ「環境変動が土壌の有機 ～
炭素含量および地力窒素供給量に及ぼす影響の評
価」に出席

研 究 ・ 技 術 協 力
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氏 名 所 属 出 張 先 活 動 内 容 期 間

H17. 5.31 H17. 6. 3上沢 正志 農業環境イン フィリピン 第７回東・東南アジア土壌科学会連合会議に出席 ～
ベントリーセ
ンター

H17. 5.31 H17. 6. 6大倉 利明 農業環境イン フィリピン 第７回東・東南アジア土壌科学会連合会議に出席 ～
ベントリーセ
ンター

JICA H17. 6. 1 H17. 6.16坂西 研二 化学環境部 中国 中華人民共和国持続的農業技術研究開発計画 ～
に係る短期派遣専門家（水質汚染のモニタリング技
術）

H17. 6. 8 H17. 6.15長谷川 利拡 「大気 の増加が農作物の高温ストレスに及ぼす影響」地球環境部 中国 ～CO2

に係る中国 実験の微気象観測測器の調整・設置と試FACE
験設計の打ち合わせ

H17. 6. 8 H17. 6.15石郷岡 康史 地球環境部 タイ 「農業水資源変動による食料生産への影響の解明と ～
予測手法の開発」のための観測装置の設置と研究打
ち合わせ

H17. 6. 8 H17. 6.15後藤 慎吉 地球環境部 タイ 「農業水資源変動による食料生産への影響の解明と ～
予測手法の開発」のための観測装置の設置と研究打
ち合わせ

H17. 6.12 H17. 6.18新藤 純子 地球環境部 中国 北京近郊農村のエネルギーと肥料の使用等に関する ～
情報収集

H17. 6.12 H17. 6.18岡本 勝男 地球環境部 中国 農村のエネルギーと肥料使用量に関する現地調査と ～
情報収集

7 H17. 6.12 H17. 6.19林 健太郎 化学環境部 チェコ 第 回酸性雨国際会議に出席 ～

9 H17. 6.19 H17. 6.25望月 淳 イタリア 第 回国際脈翅目昆虫シンポジウムに出席 ～生物環境安全部

H17. 6.20 H17. 6.27藤原 英司 環境化学分析 モンゴル モンゴルにおける砂漠化程度評価のための土壌調査 ～
センター

H17. 6.20 H17. 7. 9白戸 康人 地球環境部 モンゴル モンゴルにおける砂漠化程度評価のための土壌調査 ～

2 H17. 6.24 H17. 6.29石井 英夫 化学環境部 シンガポール 第 回アジア植物病理学会に出席 ～

8 H17. 6.26 H17. 7. 1酒井 順子 化学環境部 フランス 第 回細菌遺伝学及び細菌生態学に関する国際シン ～
ポジウムに出席

8 H17. 6.26 H17. 7. 1森本 晶 化学環境部 フランス 第 回細菌遺伝学及び細菌生態学に関する国際シン ～
ポジウムに出席

8 H17. 6.26 H17. 7. 1星野 高田 フランス 第 回細菌遺伝学及び細菌生態学に関する国際シン ～（ ） 生物環境安全部
裕子 ポジウムに出席

H17. 6.28 H17. 7. 6新藤 純子 地球環境部 タイ 詳細調査に関する打ち合わせ及びタイの酸性物質の ～
負荷と環境対策に関する資料の収集と現況調査

GIS H17. 6.28 H17. 7. 6岡本 勝男 地球環境部 タイ 酸性物質発生量に関する データの収集と調査 ～

H17. 6.28 H17. 7. 1三島 慎一郎 化学環境部 韓国 日韓水質共同研究に関する研究打ち合わせ ～
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依 頼 研 究 員

派 遣 元 滞在する研究室 課 題 名 期 間

H17. 6. 1 17. 8.31長崎県病害虫防除所 微生物分類研究室 いちご萎凋細菌病菌の分離・同定 ～

H17. 6. 1 17. 8.31香川県農業試験場 微生物分類研究室 野菜・花卉類の細菌性病害等における病原菌の同定 ～

技 術 講 習

派 遣 元 滞在する研究室 課 題 名 期 間

H17. 4. 1 H18. 3.31筑波大学大学院 フラックス変動評 渦相関法による水田上の二酸化炭素・水熱フラック ～
価チーム スの観測に関する高度技術習得

H17.4. 1 H17. 6.30茨城大学大学院 温室効果ガスチー 農耕地における温室効果ガス発生量の測定法 ～
ム

H17.4. 1 H17. 6.30筑波大学大学院 植生生態ユニット 絶滅危惧植物に対する除草剤の影響評価に関する手 ～
法

H17.4. 1 H18. 3.31筑波大学大学院 植生生態ユニット 絶滅危惧植物に対する遺伝的多様性評価に関する手 ～
法

TA H17.4.1 H17.12.28（株） ステビア 化学生態ユニット 天然生理活性物質の単離・構造解析 ～

H17.4. 1 H18. 3.31千葉大学大学院 導入天敵の環境影響評価 ～導入昆虫影響ユニッ
ト

DNA H17.4. 1 H18. 3.31茨城大学大学院 微生物機能ユニッ 土壌細菌の多様性解析のための 取り扱い技術 ～
ト の修得

COE H17.4. 1 H17. 6.30東京農工大 プロ 微生物機能ユニッ フザリウム属菌における機能性遺伝子の検索と系統 ～
グラム ト 解析

H17.4. 1 H18. 3.31茨城大学大学院 カバークロップ利用と線虫の種別増殖に関する研究 ～線虫・小動物ユニッ
・調査ト

H17.4. 1 H18. 3.31国立科学博物館筑波実 土壌分類研究室 土壌一般理化学性分析 ～
験植物園

H17.4. 1 H18. 3.31茨城大学大学院 微生物分類研究室 糸状微生物の分類と同定に関する技術講習 ～

H17.4. 1 H18. 3.31茨城大学 微生物分類研究室 ～イネ葉面微生物の分離、同定に関する技術講習

H17.4. 1 H18. 3.31筑波大学大学院 環境化学物質分析 河川および湖沼における底質試料中の農薬分析技術 ～
研究室 の取得

H17.4. 1 H18. 3.31信州大学大学院 環境化学物質分析 河川および湖沼における底質、水、大気、生物中の ～
研究室 の分析技術の習得POPs

H17.4. 1 H18. 3.31筑波大学大学院 放射性同位体分析 炭素安定同位体比測定技術の取得 ～
研究室

H17.5. 2 H18. 3.31千葉大学外国人研究者 生態系影響ユニッ イネ品種の生育とメタン放出の高 応答に関する ～CO2

（南京土壌研究所） ト 実験とデータ解析

CO H17.5. 2 H18. 3.31千葉大学大学院 生態系影響ユニッ イネ品種の生育とメタン放出の高 応答に関する ～2

ト 実験とデータ解析
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派 遣 元 滞在する研究室 課 題 名 期 間

DNA H17.5.16 H17.5.20農生機構中央農業総合 微生物生態ユニッ の変性剤濃度勾配ゲル電気泳動法 ～
研究センター ト

PCR-DDGE H17.5.16 H17.5.20筑波大学大学院 微生物生態ユニッ 土壌微生物相の 解析 ～
ト

H17.6. 1 H18. 1.31山形大学 微生物分類研究室 イネ葉面生息細菌の分類、同定法に関する技術習得 ～

CO H17.6. 1 H18. 2.28東京大学大学院 生態系影響ユニッ 高 濃度下における植物の炭素分配に関する実験 ～2

ト 手法の習得

H17.6. 9 H18. 3.31横浜国立大大学院 土壌自由生活性線虫の標本作製法および同定法の研 ～線虫・小動物ユニッ
修ト

H17.6. 9 H18. 6.30筑波大学大学院 化学生態ユニット 天然生理活性物質の検定法 ～

NMR H17.6.14 H18.3.31明治大学大学院 化学生態ユニット 腐植物質および粘土鉱物の精製と によるキャ ～
ラクタリゼーション

H17.6.15 H18.3.31東京大学大学院 土壌分類研究室 土壌一般理化学性分析 ～

その他の研究・研修

派 遣 元 滞在する研究室 課 題 名 期 間

Assiut H17.4.1 H18.11.28大学 エジプト リモートセンシン 開発途上国における人口動態と農村の持続的開発 ～（ ）
グユニット

ENSO H17.4.11 H18.3.31首都大学東京都市環境 環境計測ユニット と南アジアにおける気温・降水量変動の関係 ～
学部 およびその農業影響に関する研究

H17. 6.16 17. 9.16（株）日本曹達 土壌微生物利用ユ 有用微生物の環境修復への応用研究 ～
ニット

COP6 H17.4.1 H17.12.31重点研究支援協力員事 フラックス変動評 政府間協議を支援する生態系温室効果ガス収 ～
業 価チーム 支データの蓄積とデータベースの展開

COP6 H17.4.1 H17.12.31重点研究支援協力員事 フラックス変動評 政府間協議を支援する生態系温室効果ガス収 ～
業 価チーム 支データの蓄積とデータベースの展開

COP6 H17.4.1 H17.12.31重点研究支援協力員事 フラックス変動評 政府間協議を支援する生態系温室効果ガス収 ～
業 価チーム 支データの蓄積とデータベースの展開

COP6 H17.4.1 H17.12.31重点研究支援協力員事 フラックス変動評 政府間協議を支援する生態系温室効果ガス収 ～
業 価チーム 支データの蓄積とデータベースの展開

H17.4.1 H17.12.31重点研究支援協力員事 化学生態ユニット 農業生態系における導入，侵入植物の化学生態的な ～
業 安全性評価

H17.4.1 H17.12.31重点研究支援協力員事 化学生態ユニット 農業生態系における導入，侵入植物の化学生態的な ～
業 安全性評価

H17.4.1 H17.12.31重点研究支援協力員事 化学生態ユニット 農業生態系における導入，侵入植物の化学生態的な ～
業 安全性評価

H17.4.1 H17.12.31重点研究支援協力員事 化学生態ユニット 農業生態系における導入，侵入植物の化学生態的な ～
業 安全性評価

H17.4.1 H17.12.31重点研究支援協力員事 化学生態ユニット 農業生態系における導入，侵入植物の化学生態的な ～
業 安全性評価


